
　７月１１日（日）の第２２回参議院議員選挙において、連

合愛知が組織推薦した「斉藤よしたか」氏と「安井みさ

こ」氏が見事初当選を果たした。

　愛知選挙区においては、斉藤氏・安井氏をはじめ、女

性５名を含む新人７名が立候補し、３議席を争う大混戦と

なった。消費税増税問題などにより、内閣支持率が急速

に低下する大変厳しい状況の中での２名当選は、連合

愛知５２万人組織の総力を挙げて取り組んだ成果であ

ると言えよう。

　しかし、全国的には、改選議席４４議席の獲得に留まり、

非改選議席６６議席と合わせ、１１０議席で参議院での

与党過半数割れとなった。また、連合推薦候補者が全

国各地で落選するなど厳しい選挙となった。今後、衆

参与野党勢力が異なる「ねじれ」状態の中、厳しい国

会運営が想定されるが、連合愛知は、民主党愛知県連

や連合愛知政策推進議員等との連携を深めつつ、労働

組合としての立場で「労働を中心とした福祉型社会」

の実現をめざした取り組みを強めていかなければなら

ない。

　１７日間にわたる厳しい選挙戦において、誠心誠意ご

尽力いただいた構成組織・加盟組合及び地域協議会に

改めて敬意を表したい。

▲当選を果たした斉藤よしたか氏・安井みさこ氏▲



　２０１０連合平和行動は、平和への

意識喚起、核兵器廃絶、在日米軍基

地の整理・縮小と北方領土の早期返

還など、恒久平和実現をめざした取

り組みを「沖縄・広島・長崎・根室」

の各地で実施する予定である。

　６月２３日から６月２５日にかけて、

平和行動ｉｎ沖縄が行われた。三村

副会長を団長とする１６名の参加者

は「２０１０平和オキナワ集会」や「平

和交流会」に参加し、戦争を体験し

たおばぁと若者の対話による平和メ

ッセージを聞き、あらためて平和の尊さを実感した。ま

た、「ぴーす・フィールドワーク」を通して、唯一の本土

地上戦となった沖縄の実相を学び、未だに解決してい

ない米軍の基地問題など、戦後６０年以上が経過したに

もかかわらずさまざまな傷跡を残している沖縄の実情

を目の当たりにした。

「平和行動ｉｎ沖縄」参加者のみなさん▲

 

　連合愛知は、６月１４日、アビタンにおいて「２０１０年度

組織拡大セミナー」を開催した。セミナーには、神野会

長をはじめ度会事務局長、浅井組織拡大委員長、構成

組織担当者など、およそ６０名が参加した。

　連合総合組織局長の林道寛氏は「連合の活動方針と

『組織拡大の必要性』について」と題した講演の中で「連

合が社会の不条理と闘うことができる組織であるため

には、組織力がなければならない」「連合の使命は、労

働組合の団結を強化し、仲間がいることを大切にしな

がら、組織の強化・拡大を進めていくことである」「組織

拡大はやる気と決断である」と熱く語った。

　その後、連合愛知労働相談センターの高野所長

から「労働相談からの組合結成」にかかわる事例

紹介として、顧問社労士が労使に対して労働組合

の結成をアドバイスしたことから組合結成に至っ

た事例が報告された。続いてフード連合愛知の佐

藤事務局長から「非正規労働者の組織化」にかか

わる事例紹介として、会社との協議やアンケート、

勉強会などを繰り返し行うことで非正規労働者の

組織化に至った事例の報告がされた。本セミナー

を通して、参加者は連合愛知の最重要課題である

組織拡大についての重要性を再認識することがで

きた。

▲組織拡大の必要性を訴える林総合組織局長

事例報告を行う高野所長（左側）と佐藤事務局長（右側）▲



　連合愛知は、これまでも愛知労福協、福祉事業団体（東海労金・全労済・愛知県住宅生協・ハートフルセンター）

と連携して、勤労者・生活者を応援する「安心ネットワーク地域センター」を愛知県下９ヶ所に開設してきました。

　より多くのみなさんが、仕事や暮らしに関するさまざまな相談をすることができるよう、２０１０年８月から、

その場を愛知県下全域とします。ぜひ、お気軽にご相談ください。



【確認事項】
１．当面の日程について

２．常任執行委員会の代理者の交代について

　　構成組織の事情により、以下のとおり代理者の

　交代を行う。

　　　　構成組織 　　　　 新 　　　　　旧

　　　　電力総連　　　堀　竜治　　 河合　真

３．構成組織の組織拡大について

４．２０１１地域ミニマム運動（個別賃金調査等）の取

　り組みについて

５．「労働審判員候補者・基礎研修会」及び「労働審

　判員・応用研修会」の受講要請について

６．「２０１０～２０１１年安全・安心で活力ある愛知の創造」

　実現のための重点要望書の提出について

　愛知労働局／日時：７月２８日（水）１１:１５～１２:００

　　　　　　／場所：愛知労働局本庁舎

　　　　　　　　　　　　　　　２階北大会議室

　愛知県　　／日時：７月２８日（水）１０:００～１０:４５

　　　　　　／場所：愛知県庁本庁舎　３階特別会議室

　名古屋市　／日時：７月２８日（水） ９:００～９:４５

　　　　　　／場所：名古屋市役所本庁舎

　　　　　　　　　　　　　　　２階第１会議室

７．愛知労働局、愛知県との政策要望懇談会の開催

　について

　愛知労働局／日時：８月２３日（月）１３:３０～１６:００

　　　　　　／場所：ウィンクあいち　中会議室

　愛知県　　／日時：９月 １日（水）１３:３０～１６:００

　　　　　　　　　 ９月 ２日（木）１０:００～１６:００

　　　　　　／場所：愛知県庁西庁舎　２階１１会議室

８．２０１０「連合東海ブロック政策研究集会」への参

　加について

９．「北方領土の日」ポスターコンテスト作品募集の

　協力について

１０．「北方領土返還要求運動の標語募集」の協力に

　ついて

【議　　事】
１．各種審議会・委員会等への派遣について

２．連合愛知第７次・愛知労福協第１２次友好訪中代表

　団の派遣について

３．長野県知事選挙候補者の推薦について

　 投・開票日：２０１０年８月８日（日）

　 推薦候補者：安部守一（あべ　しゅいち）〔無所属・新人〕

４．「宮崎県　口蹄疫」被害に対する義援金について





協では、独自の「安心ネットなごや」の案内ポス

ターを組合掲示板に貼ってもらい、ポケットガイ

ド（右図参照）も配っています。相談内容は多様ですが、

「職場でパワハラやセクハラを受けている」「うつ病に

なってしまった」など、職場での過剰なストレスによるメ

ンタル不調に悩む相談者が多いことも最近の傾向です。

また、「突然解雇を通告された」という、深刻な相談も

少なくありません。

　今年１月には、名古屋市内の排水管清掃会社が、計画

的な偽装倒産により１２５名の従業員全員を即日解雇す

るという事案の相談がありました。４５名で労働組合を

結成し、未払い労働債権の支払い確保に現在も取り組

んでいます。世間でも名の知れたこの会社は、多くの利

益も上げていたにもかかわらず、会社整理を強行した

のです。その上「解

雇予告手当は払

わない」「退職金

は就業規則を変

更して支払わない」

「親族の役員は別

会社を設立して事

業継続」などと信

じられない悪行の

数々です。相談者

は「金はないと居直る社長と会社は生き残っても、労働

者だけは再就職先もなし」という理不尽な現実に直面し、

団体交渉で１億４千万円の労働債権は認めさせることは

できましたが救済措置が無いのが現状です。

精一杯の相談活動をしています

　前述の相談者のみなさんは、「困ってから労働組

合を結成したのでは手遅れであり、困らないために

こそ労働組合が必要」「安心ネットなごやの相談や

連合の手助けがなかったら、働く者が団結すること

の大切さを実感することはできなかった」と、困難に

直面しながらも元気を出して再就職活動に励んでい

ます。

　「一人でも多くの働く仲間に勇気と元気を！」今後

も名古屋地協は精一杯の相談活動に取り組んでい

きます。

古屋地協では「安心ネットワーク名古屋地域セ

ンター」を昨年（０９年）４月に労福協、事業団体

と協力して設置しました。「地域に根ざした　顔の見え

る労働運動」の具体化として、働く人からのさまざまな

相談にのり、解決のお手伝いを行っています。

  「安心ネットなごや」では、名古屋地協に設置した

「０５２-６８４-０９０９（まるくまるく）」で、労働相談をはじめ

としたさまざまな相談を受け付け、相談内容がすぐに解

決できない場合には、折返し専門家から相談者に電話

をかけ直すこととしています。専門家は、事業団体やＮ

ＰＯの皆さんなどと連携して協力をいただいています。

解決のお手伝いは一度で終わることは少なく、繰返し

相談を受けたり、来所相談に応じたり、手間ひまはかか

りますが「相談してよかった」などと相談者の方から感

謝の声をいただ

いています。

�


